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気候変動と脱炭素社会に関するアンケート調査

• 気候市民会議まつもと参加者募集
案内に同封し、WEB／郵送で回答
いただく。
→749名の市民に回答いただきま
した。ご協力に感謝いたします。

• 12の質問に回答いただきました。

• 結果の概要について報告します。
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気候変動に関する実感、心配

95.6

74.1

66.8

52.3

49.4

38.3

28.4

21.1
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0.5

夏の暑さ

台風や洪水、土砂災害などの増加

雨の降り方の激しさ

食生活への影響

植物の開花時期や分布の変化

冬の寒さや雪の降り方

動物の鳴く時期や生息域の変化

商品サービスへの影響

仕事や学業への影響

特に感じることはない

日常生活の中で感じる気候変動の影響
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70.9

67.7

67.0

62.6

55.1

51.1

36.7

0.3

農作物の品質や収穫量低下、漁獲量減少

豪雨・暴風による気象災害の増加

生活環境の快適さが損なわれる

豪雨・暴風によるインフラ・ライフライ…

感染症リスクの増大

野生生物の生息域変化

水質悪化や渇水増加

降雪量低下による観光業や農業被害

気象災害による社会・経済への被害

特に心配はない

気候変動の影響で心配なこと

➢ 夏の暑さ(相関係数0.127、1%水準で有意)、台風
や洪水(0.142、同)、食生活への影響(0.209、
同）は女性が特に感じている。

➢ 年齢が上がるほど農作物、気象災害、ライフライン、
野生生物に関する心配を特に感じている(1%有意)。

←わずか4人！ ←わずか2人！

％ ％

3



温室効果ガス排出削減の手法について
どの手法が効果が高いと考えますか？
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57.3

49.0

35.5

16.8

11.9

11.7

4.1

脱炭素技術の研究開発支援

再生可能エネルギーの利用に対する補助金

公共交通システムへの投資、地元食材の消費といった新しい社会経済…

建築物のエネルギー効率向上など様々な分野での新基準の法制化

何が効果的かがわからない

化石燃料への補助金の廃止

炭素税や排出権取引制度など炭素への価格付け

この中には見当たらない

➢ 「何が効果的かわからない」という人が6人に1人いる。
特に女性に多い結果となった(0.117、1%有意)。

➢ 第1回の江守さんとの質疑応答にあった「カーボンプライシング」は、炭素税や排出権取引制度
など炭素への価格付けの総称をいいます。この評価が選択肢の中ではもっとも低い結果となった。

％
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以下の気候変動対策の取り組みはあなたにとって
どのようなものですか？

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

自動車買換時にEV選択

通勤・通学の公共交通利用

近距離移動を自転車や徒歩で

住宅新築・建替時にZEH基準

住宅に高断熱改修

自宅に太陽光・太陽熱導入

再エネ電力購入

エシカル消費

ごみ減量や再資源化

剪定枝や草・葉の再資源化

1 難しいと思う 2 3 4 5 6 実行可能と思う 7 すでに取り組んでいる
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10.7%

26.3%

9.8%

※すでに
取り組んでいる

割合
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以下の気候変動対策の取り組みはあなたにとって
どのようなものですか？ 詳しく見てみると…

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自動車買換時にEV選択

通勤・通学の公共交通利用

近距離移動を自転車や徒歩で

住宅新築・建替時にZEH基準

住宅に高断熱改修

自宅に太陽光・太陽熱導入

再エネ電力購入

エシカル消費

ごみ減量や再資源化

剪定枝や草・葉の再資源化

1 難しいと思う 2 3 4 5 6 実行可能と思う 7 すでに取り組んでいる

➢ 暮らし向きが「高い」という人ほど、全体的に実行可
能と評価(EV、新築・建替時ZEH、住宅高断熱改修、住
宅太陽光・太陽熱、再エネ電力購入の5項目で1%有意)。

➢ 女性がEV選択、エシカル消費、ごみ減量を実行可能と
評価(いずれも1%有意)。

※(参考までに)EVに前向きなのは、女性、高齢、持ち家
があり、暮らし向きが高いという人

➢ 高齢者ほど「近距離移動を自転車・徒歩で」は難しい
(1%有意)。

➢ 賃貸住宅居住者は住宅断熱改修と住宅太陽光・太陽熱
の導入が難しい(1%有意)。←→持ち家の人ほど前向き。

➢ 持ち家の人は公共交通利用が難しく、賃貸の人は前向
き(1%有意)。ただし年齢の効果がある可能性。

＝対策がとれる人と(現状では)とれない人がいる可能性。
→どのように政策で支援すべきなのだろうか。
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Ｑ．松本で地域新電力が
設立された場合、
買電先を切り替える？

切り替え

たい

6%

条件次第

で切り替

えたい

84%

切り替え

ることは

ない

10%

Ｑ．気候変動対策を考え、
進める上で、
より詳しく知りたい情報は？

60.5

58.2

57.7

55.7

50.3

46.5

41.3

1.7

農作物や自然生態系への影響予測に関する

科学的な情報

気候変動に適応するための暮らし方や住ま

い方に関する具体的対策

気候変動を緩和するための省エネや再生可

能エネルギー等の具体的対策

気候変動の将来予測に関する科学的な情報

気候変動に適応した暮らし方や住まい方に

シフトするための支援政策

熱中症リスクなど生活への影響予測に関す

る科学的な情報

気候変動を緩和する対策の経済的メリット

や進めるための支援政策

詳しく知りたいと思う情報はない
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番外）CAM参加表明書のアンケート

14.7%
17.6%

20.2% 21.7%

15.1%

5.9% 4.8%

1 2 3 4 5 6 7

回答者：272人

4.1%
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31.7%
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12.2%
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回答者：271人

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1

1 生活の質が悪くなる 2 3 4 5 6 7 生活の質が良くなる

 4の平均値は3.42、参加者50名の平均値は3.46
 5の平均値は4.26、参加者50名の平均値は4.38
（※参加者50名とは、辞退者2名を含みます）
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ご清聴ありがとうございました。
追加で分析すべきこと、
いつでもご教示ください。
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